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ベ
ル
モ
ン
ド
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た

足立区とオーストラリアのベルモンド市が
姉妹都市提携して、今年で10周年。区では。
これを記念して使節団の交換派還を行いまし

た。足立区からは総勢91人がベルモンド市を
訪問( 8月24～29日) 。ベルモンド市からは、

40人が足立区を訪れました( 卜月9～16日) 。
今回 は、 ベルモン ド使節 団の足立区での 様子

を紹 介しなが ら交流の積 み重ねがもた らした

ものをさぐ ります。

「足立区と ベル モン ド
市の友好 関係発 展のた
めの交換 覚書」を とり
交わす、古 性区畏 とパ
セリ市畏

区 の施設を回る ベルモンド市の皆さ ん
ベルモンド公園、 郷土博物館、 ギャラ クシテ ィ
などを 見学 しま した。

1
0年
間
の
お
付
き
合
い

ゆ
っ
く
り
と
関
係
を
深
め
て
き
ま
し
た

き
っ
か
け
は
、
区
の
英
語
版
グ
ラ
フ

誌
。
当
時
の
市
長
フ
レ
ッ
ド

ーレ
イ
氏

が
目
に
し
て
足
立
区
に
興
味
を
持
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。
ベ
ル
モ
ン
ド
市
は
、

市
内
に
大
き
な
川
(
ス
ワ
ン
川
)
が
流

れ
て
い
る
水
と
緑
の
豊
か
な
街
。
区
内

に
大
き
な
川
を
持
つ
足
立
区
と
は
地
形

的
に
も
似
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
言
葉
も
習
慣
も
違
う
国
と

の
姉
妹
都
市
提
携
は
一
夜
に
し
て
出
来

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
道
な
お

付
き
合
い
で
交
流
の
輪
を
広
め
て
き
ま

し
た
。

昭
和
6
1年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
中
学

生
使
節
団
の
交
換
は
、今
年
で
9
回
目
。

今
年
は
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
交
流
も
盛
ん
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
ベ
ル
モ
ン
ド
市
を
訪
問

し
た
足
立
区
民
の
方
は
「
訪
れ
て
み
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
土
地
の
大
き
さ
や

暮
ら
し
の
違
い
を
学
ん
だ
」
と
い
い
ま

す
。
草
の
根
レ
ベ
ル
の
交
流
が
両
都
市

の
友
好
を
一
顧
深
め
ま
し
た
。

使
節

団
は

毎
日

大

忙
し

今
回
来
日
し
た
訃

モ
ン
ト
市
の
メ

ン
バ
ー
は
ピ
ー
タ
ー
・
パ
セ
リ
市
長
を

団
長
に
4
0人
。
職
業
も
会
社
員
、
教
員

な
ど
い
ろ
い
う
な
分
野
の
方
が
参
加
し

て
い
ま
す
。「
中
学
生
使
節
団
と
し
て
来

た
経
験
が
あ
り
、
も
う
一
度
日
本
に
来

た
か
っ
た
」「
足
立
に
で
き
た
友
人
を
訪

ね
に
」な
ど
参
加
の
動
機
は
様
々
で
す
。

滞
在
中
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
各
種
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
出
席
、
区
内
施
設
の
見
学
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん

。
桜
花
亭
で
日
本
庭

園
の
美
し
さ
に
感
動
し
た
り
、
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
で
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
の
映
像

や
マ
ザ
ー
シ
ッ
プ
の
迫
力
に
歓
声
を
あ

げ
る
姿
は
元
気
い
っ
ぱ
い
。
ま
た
、
区

民
の
方
か
ら
使
節
団
に
声
を
か
け
た

り
、
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
る
一
幕
も

見
ら
れ
、
積
極
的
な
交
流
風
景
が
1
0年

の
つ
み
重
ね
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

好

評
だ
っ

た

区

民
通

訳

区
民
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
主
婦
や
学
生

な
ど
、
1
0数
名
が
活
躍
し

ま
し
た
。「い
ろ
い
ろ
な
質

問
を
さ
れ
て
、
困
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
」「
自
分
の
英

語
力
を
試
す
良
い
機
会
で

し
た
」
な
ど
通
訳
の
皆
さ

ん
は
苦
労
が
あ
っ
た
も
の

の
手
ご
た
え
に
は
大
満
足
。
ま
た
、
ベ

ル
モ
ン
ド
側
か
ら
も
、「
気
さ
く
な
人
が

多
く
て
良
か
っ
た
」、「
自
分
の
家
族
と

旅
行
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
」

な
ど
の
声
が
多
数
あ
り
好
評
で
し
た
。

中
に
は
、
お
気
に
入
り
の
通
訳
さ
ん
を

独
占
し
て
い
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
場
面
も

み
ら
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
中
に
は
、
以

前
か
ら
顔
見
知
り
の
方
も
い
て
、
使
節

団
と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人

も
。「
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
夫
妻
ど
の
家
族

ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
を
始
め
て
5
年

た
ち
ま
す
。
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も

来
日
し
た
時
に
は
ぜ
ひ
と
、
約
東
を
し

て
い
ま
し
た
」
と
斉
藤
さ
ん
一
家
。
5

年
と
い
う
歳
月
は
、
海
を
越
え
て
の
友

情
を
ゆ
っ
く
り
あ
た
た
め
て
ぐ
れ
た
よ

う
で
す
。

姉妹都市・国際交流
についての、お問い
合わせは、中央本町
庁舎・国際交流都市
提携へどうぞ
( 3880) 5116

ベルモンド 市前市長

ペギー・パメラ・パーキン氏

名誉区民に顕彰される

11月10日
、姉妹 都市提携10 周年記念

式典が行われ、前ベ ルモンド 市長ペギ
ー・パメラ・パーキン氏を 足立区特別
名誉区民とし て顕彰しまし た。特別名
誉区民の称号は、 親善そ の他の目的で
区の賓客とし て来訪した 外国人に対し
て特に贈られるもので す。

姉妹都市提携時
に 副市長であったパ

ーキン氏は、当時の市 長レ イ氏ととも
に足立区との姉妹 都市提携 に尽力され
まし た。以 後パーキン氏は市長に就 任。
在任中も、学生使節団や 、市民レベル
での交流を積極的に進 めるなど、足立
区との友好親善に取り組 み、両都市間
の深い関係を築きました。 市長退任後
の現在も、オースト ラリ ア姉妹都市協
会理事として活躍してい ます。

◎ 毎月1 日( EXP) ・10日 ・25日発行
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年内に必要な手続きはお早めに

年末年始の 業務案内
区
の
窓
口
事
務

区
役
所
、区
民
事
務
所
、福
祉
事
務

所
、保
健
所
な
ど
は
、年
末
は
1
2
月
2
9

貝

木
)
か
ら

。
新
年
は
1

月
3

日
(
火
)

ま
で
業
務
を
休
み
ま
す

。

問
先
=

千

住
本
庁
舎

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

ま
た
は
中
央
本
町
庁
舎

(
3
8
8
0
)
5
3
1
2

本
庁
舎
地
下
駐
車
場

千
住
本
庁
舎
の
地
下
駐
車
場
は
、1
2

月
2
9日
(
木
)
～
1

月
3
日
(
火
)
ま

で
お
休
み
し
ま
す
。

問
先
=
ま
ち
づ

く
り
公
社
　
(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

公

社

施

設

社
会
教
育
館
、体
育
館
、運
動
場
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

公
社
施
設
は
、1
2
月
2
8
日
(
水
)
～
1

月
4
日
(
水
)
ま
で
、年
末
年
始
お
よ

び
館
内
整
備
の
た
め
休
館
し
ま
す
(
す

い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
の
ス
ケ
ー
ト
場

は
、1
2
月
3
1
日
と
1
月
1
日
の
み
休

館
)
。こ
の
際
、
総
合
受
付
。
保
養
所
受

付
と
も
に
休
み
ま
す
。
な
お
、
毎
月
1

日
の
施
設
利
用
抽
選
会
は
、1
月
に
限

り
5
日
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
(
こ
ど
も

科
学
館
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
)
、生
涯

学
S
館
は
、1
2
月
2
8
日
(
水
)
～
1
月

4
日
(
水
)
ま
で
、
年
末
年
始
お
よ
び

館
内
整
備
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

※
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
の
ド
ー
ム
ー
シ
ア

タ
ー
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、番
組
入

れ
替
え
の
た
め
、1
2
月
1
9
日
～
2
3
日
ま

で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

生
物
園
は
、1
2月
2
8日
(
水
)
～
1

月
4
日
(
水
)
ま
で
閉
園
と
な
り
ま
す
。

図
書
館
・
郷
土

博
物
館
な
ど

全
図
書
館
、千
寿
桜
小
学
校
図
書

室
・
多
目
的
ホ
ー
ル
、動
労
福
祉
会
館

は
1
2
月
2
8
日
(
水
)
～
1
月
4
日
(
水
)

ま
で
、郷
土
博
物
館
は
1
2
月
2
7
日
(
火
)
～

1
月
4
日
(
水
)
ま
で
、
年
末
年
始

お
よ
び
館
内
整
理
の
た
め
休
館
し
ま

す
。伊
興
遺
跡
公
園
は
、1
2
月
2
9
日
(
木
)
～

1
月
3

日
(

火
)
ま
で
閉
園
と
な
り

ま
す

。
な
お

、
動
労
福
祉
会
館
3

月
分

施
設
利
用
抽
選
会
は

。1
月
5

日
(
木
)
、

午
前
9

時
か
ら
行
い
ま
す

。

ま
た
、女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、1
2

月
2
9
日
采
)
～
1
月
3
日
(
火
)
ま

で
休
館
し
ま
す
(
情
報
資
料
室
は
1
2
月

2
6
日
～
1
月
4
日
、女
性
相
談
は
1
2
月

2
3
日
～
1
月
5
日
ま
で
休
み
ま
す
)
。

清

掃

作

業

▽
可
燃
・
不
燃
ご
み
は

、
年
末
は
1
2
月
3
0

日
(

金
)

ま
で

、
年
始
は
1

月
5

日

(
木
)

か
ら
収
集
し
ま
す

▽
資
源

ご
み

は
、
年
末
は
1
2
月
2
8
日

(
水
)
、第
4

水
曜
日
の
地
区
ま
で
収
集

し
ま
す

。
年
始
は
1

月
5

日
(

木
)

か

ら
収
集
し
求

す

※
く
わ
し
く
は

、
集
積
所
の
ビ
ラ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

▽
粗
大

ご
み

は

。
年
末
は
1
2
月
2
8
日

(
水
)
、第
4

水
曜
日
の
地
区
ま
で
収
集

し
ま
す

。
年
始
は

、1

月
5

日
(

木
)

か
ら
収
集
し
ま
す

▽
し
尿
は

、
年
末
は
1
2
月
3
0
日
(

金
)

ま
で

、
年
始
は
1

月
5

日
(
木
)
か
ら
収

集
し
ま
す

。
早
く
た
ま
る
ご
家
庭
は
1
2

月
2
8
日
(
水
)
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
先
=

足
立
東
漬
掃
事
務
所

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

休
日
診
療
所

1
2月
2
9日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
左
上

表
の
と
お
り
休
日
診
療
所
を
開
設
し
ま

す
。
な
お
、
ふ
だ
ん
の
日
曜
日
、
祝
日

も
開
設
し
て
い
ま
す
。

休 日 診 療 所 一 覧

竹 の 塚 休日 診 療 所
竹 の 塚休 日 歯 科 診 療 所 案 内 図

( 竹ノ塚駅東口徒歩5 分)

救
急
病
院
の
ご
案
内

▽
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
3
2
1
2
)
2
3
2
3

夜
間
・
休
日
診
療

機
関
等
の
ご
案
内

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

(健
康
案
内
ひ
ま
わ
り
)

(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

※
食
中
毒
、
伝
染
病
の
発
生
等
の
緊
急

の
場
合
は
、
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
1
本
で
区
の
施
設
や

行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
施
設
の
地
図
は
F
A
X
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す

声
の
便
利
帳

「
ハ
ロ
ー
あ
だ
ち
」

(
3
2
7
2
)
8
6
0
0

「
ハ
ロ
ー
あ
だ
ち
」
で
は
、
区
役
所

が
休
み
の
土
曜
口
、
日
曜
日
、
祝
日
や

平
日
業
務
終
了
後
に
、
図
書
館
な
ど
区

の
施
設
の
利
用
案
内
や
休
日
診
療
所
、

区
の
行
事
の
惴
報
な
ど
に
つ
い
て
、
N
T
T

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
電
話
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

。
「
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で

す

」と
出
ま
す
の
で

、
「
足
立
区
の
○
○

○
に
つ
い
て
知
り
た
い
の
で
す
が

」
と

お
聞
き
く
だ
さ
い

。
ま
た

、
施
設
の
地

図
に
つ
い
て
は
F
A
X

サ
ー
ビ
ス
も
行

っ
て
い
ま
す

。
　
　
　
　

《
広
報
課
》

● 利 用 時間( 案内料は無料。通話料のみかかります)

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
第
4
期
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

1
月
1
2
・
2
6
日
、
2
月
9
・
3
0
日
、

3
月
9
3
0
日
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8

時
3
0
分
/

千

寿
第
三
小
学
校

体
育

館
/
1
6
歳
以

上
の
区

民
の
方
/
5
0
0

円
/

上
履
き
用
運
動
靴
持
参
/

区
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
・
長
谷
部

(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
年
末
年
始
テ
ニ
ス
教
室
・
練
習
会

1
2
月
3
0
日
～
1
月
3
日
、午
前
1
0
時
～

午
後
4

時
(
1

月
1

日
は
午
前
H

時
か
ら
ン

竹
の
塚
6

号
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
・
上
沼
田
東
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
/

区
内
在
住
・
在
動
お
よ
び

区
庭
球
協
会
会
員
と
そ
の
家
族
/

―

人
4
0
0円
(
5

日
間
通
し
)
/

浦
中

(
3
8
8
4
)
5
5
3
6

☆
蔵
王
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
2
月
9

日
夜
～
1
2
日
夜
/
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー

場
/
4
0
人
(
先
着
順
)
/

参
加
費
は
問

い
合
わ
せ
/

電
話
申
し
込
み
/

堀
内

(
3
8
8
2
)
7
7
8
9

☆
第
三
回
水
墨
画
日
本
画
合
同
作
品

発
表
展
7

年
3
月
開
催
/
水
墨
固

同
好
グ
ル
ー
プ
参
加
歓
迎
。
個
人
出

品
参
加
も
受
付
/
足
立
文
化
あ
し
の

葉
会
・
槙
島

(
3
8
5
0
)
2
7
2
7

=
募
集
=

☆
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
&
フ
ラ
イ

マ
テ
リ
ア
ル
・
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ク

ラ
ブ

発
足
に
あ
た
り
会
員
を
募
集

し
ま
す
/
活
動
は
日
曜
日
、
祝
日
ほ

か
/
初
心
者
歓
迎
/
実
費
/
奥
山

(
3
8
5
5
)
4
3
9
0

☆
ク
ラ
ウ
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
(
硬
式

テ
ニ
ス
)

毎
週
日
曜
日
、
午
前
7

時
～
9
時
/
平
野
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ

か
/
入
会
金
無
料
、
月
額
2
千
円
/

松
木
。
　
(
3
8
4
0
)
5
7
5
1

☆
い
け
花
&
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
毎

週
木
曜
日
、
午
後
6
時
～
8
時
/
綾

瀬
プ
ル
ミ
エ
ほ
か
/
入
会
金
2

千

円
、
月
額
4
千
円
/
花
代
別
/
鈴
木

(
3
8
8
0
)
0
5
1
0

☆
ハ
ッ
ピ
ー
ヨ
ガ
(
ヨ
ガ
と
気
功
)

毎
週
火
曜
日
、
午
前
1
0時
I
正
午
/

青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
人
会
金
千

円
、
月
額
2
千
沺
円
/
半
田

(
3
8
9
9
)
7
1
7
0

☆
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

士
・
日
曜

日
/
区
内
コ
ー
ト
/
3
0歳
位
ま
で
の

方
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
2
千

円
/
柳
川

(
3
6
2
8
)
6
8
6
0
(

夜
間
)

☆
ハ
ピ
ネ
ス
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)

毎
週
木
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/

伊
興
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
2
千

円
、
月
額
3
千
円
/
松
山

(
3
8
9
0
)
8
6
5
4

☆
俳
句
初
歩
の
会

毎
月
第
4
日
曜

日
、
午
後
1
時
～
4
時
3
0分
/
産
業

振
興
館
ほ
か
/
月
額
千
円
(
教
材
費

実
費
)
/
小
林

(
3
8
8
1
)
0
1
2
0

☆
ビ
ギ
ン
ザ
ニ
ッ
卜
(
手
編
み
)

毎
月
3
回
月
曜
日
、
午
後
1
時
～
3

時
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入

会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
/
初
心
者

歓
迎
/
藤
野

(
3
8
4
8
)
4
6
5
4
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保

健

ガ
イ
ド

平
成
6
年
医
療
従
事
者
の
届
け
出

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
保
健
婦
(
士
)

助
産
婦
・
看
護
婦
(
士
)
・
准
看
護
婦
(
士
)

歯
科
衛
生
士
お
よ
び
歯
科
技
工
士

こ
の
届
け
出
は

、
医
療
従
事
者
の
分

布
お
よ
び
就
業
の
実
態
を
把
握
し

、
医

潦
行
政
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
の
も

の
で
す

。
医
師
法
等
の
規
定
に
よ
り
隔

年
の
1
2
月
3
1
日
現
在
で

行
っ
て
い
ま

す

。
本
年
は
こ
の
届
け
出
の
実
施
年
に

当
た
り
ま
す

。
該
当
の
方
は
次
に
よ
り

届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

。

▽
医

師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
(

す
べ
て
の

方
)

…
住
所
次
た
は
就
業
地
を
管
轄
す

る
保
健
所
へ

▽
保
健
婦
(
士
)
・
助
産

婦
・
看
護
婦
(
士
)
・
准
看
護
婦
(

士
)
・

歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
(
業
務
に

従
事
し
て
い
る
方
)
…
就
業
地
を
管
轄

す
る
保
健
所
へ

届
出
期
日
=
平
成
7

年
1
月
1
3日
ま
で

届
出
票
は
保
健
所

に
あ
り
ま
す

問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ま
た
は
都
・
保
健
情
報
課

(
5
3
2
0
)
4
3
4
Q
U

フ

ァ

ミ

リ

ー
学

級

初
め
て
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
ご
夫
婦
の
た
め
に

日
時
=
1
2
月
1
5
日
(
木
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
内
容
=
講
演
「こ
ど
も
の

威
長
と
親
の
役
割
」/
実
習
「
赤
ち
ゃ
ん

の
お
ふ
ろ
」
費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査

□
消
化
器
が
ん
検
診
(
胃
が
ん
・
大
腸

が
ん
)

対
象
=
3
5歳
以
上
の
区
民

期
限
a
1

月
に
受
診
を
希
望
す
る
方
は
1
2月
2
0

日
。2
月
・
3
月
に
受
診
を
希
望
す
る

方
は
受
診
希
望
の
前
月
2
0日

□
女
性
の
が
ん
検
診
(
乳
が
ん
・
子
宮

が
ん
)

対
象
萢
J
歳
以
上
の
区
民

場
所
=
区

内
契
約
医
療
機
関

受
診
日
=
受
診
票

の
指
定
期
間
内
に
、
受
診
医
療
機
関
と

相
談
の
う
え
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
成
人
健
康
診
査

心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
病
気
や
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
等
に
つ
い

て
調
べ
る
基
本
的
な
も
の
で
す
。

対

象
=
4
0歳
以
上
6
4歳
(
昭
和
4
年
4
月

1
日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民

場

所
=
区
内
契
約
医
療
機
関

受
診
期
間
=

翌
年
3
月
ま
で

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、生
年
月
日
、性
別
、電
話
番
气

検
診
名
を
明
記
。
受
診
票
と
案
内
書
を

お
送
り
し
ま
す

※
消
化
器
が
ん
検
診

に
つ
い
て
は
、
上
表
の
日
程
か
ら
検
診

日
、
場
所
(
第
3
希
望
ま
で
)
も
明
記

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防

係

〒
1
2
0千住
1
-
4
1
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

消化器がん検 診日程

エ
イ
ズ
抗
体
検
査
の検

査
試
薬
に
つ
い
て

H
I
V
抗
体
検
査
で
陽
性
の
方
が
、

誤
っ
て
陰
性
と
判
定
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
新
聞
報
道
さ
れ
た
ヘ
キ
ス
ト
ジ

ャ
パ
ン
社
の
試
薬
「
エ
ン
ザ
イ
グ
ノ
ス

ト
」
は
、
足
立
区
で
は
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
。

ま
た
、
都
内
の
保
健
所
・
保
健
相
談

所
・
都
立
産
院
・
南
新
宿
検
査
相
談
所

で
検
査
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
も
調
査

の
結
果
、
全
員
誤
り
が
な
い
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

。
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
{
r
7

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す

運

動
…
…
③

前
回
に
続
い
て
、
天
保
の
改
革
の

際
の
岡
山
藩
で
の
「
渋
染
一
揆
」
に

つ
い
て
述
べ
ま
す
。

安
政
3
(
1
8
5
6
)

年
岡
山
瀋
5
3

ヵ
村
全
部
の
部
落
は
、
藩
の
厳
し

い
命
令
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
数

千
人
の
集
団
は
。
家
老
に
強
訴
す
る

た
め
隊
を
組
ん
で
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。
藩
で
は
、
役
人
や
武
士
が
鉄
砲

を
持
ち
出
し
て
そ
の
一
揆
を
取
り
し

ず
め
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
一
揆
は

そ
れ
を
は
ね
の
け
て
、
撤
回
を
訴
え

ま
し
た
。

そ
の
時
の
部
落
の
要
求
は
「
わ
れ

わ
れ
当
国
の
者
は
、
農
業
第
一
に
励

み
、
年
貢
も
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る

の
に
農
民
た
ち
と
は
異
な
っ
た
差
別

を
こ
う
む
る
の
は
侵
害
の
至
り
で
あ

る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

藩
で
は
、
こ
の
要
求
を
協
議
し
た

結
果
、
結
局
、
黙
認
せ
ざ
る
を
え
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

。

一
揆
に
対
す
る
処
罰
は
厳
し
く
、1
2

人
の
指
導
者
が
投
獄
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
渋
染
一
揆
の
伝
統
は
の
ち

の
水
平
運
動
に
も
受
け
継
が
れ
、
大

正
1
2
T
9
2
3
)

年
の
岡
山
県
水

平
社
結
成
に
際
し
、
大
忝
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当

へ
。

コ
ン
ポ
ス
ト
化
(
生
ご
み
処
理
)容
器
の

購
入
者
に
補
助
金
を
交
付

生
ご
み
を
家
庭
で

堆
肥
に
変
え
ら
れ
、

ご
み
の
減
量
と
リ
サ

イ
ク
ル
に
効
果
の
あ

る
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容

器
を
購
入
す
る
方

に
、
購
入
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま

す
。
従
来
の
土
中
に

埋
め
込
む
タ
イ
プ
以

外
に
ベ
ラ
ン
ダ
に
設

置
す
る
も
の
、
電
力

を
使
う
も
の
な
ど

様
々
な
機
種
が
あ
り
ま
す
。
設
置
を
お

考
え
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

対
象
=
区
内
在
住
で
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容

器
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
方

※
必

ず
購
入
す
る
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
購
入
後
の
申
請
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

申
込
=
直
接

窓
口
(
先
着
順
、
補
助
金
の
枠
内
に
達

し
た
時
点
で
締
め
切
り
)

期
限
=
1

月
3
0日

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

健康 あ・ら・かると

――生活衛生編――

な
る
か
?
ふ
ぐ
の
大
衆
化

あ
ら
何
と
も
な
や

き
の
ふ
は
過
ぎ
て

ふ
く
と
汁

芭
蕉

江
戸
時
代
の
ふ
ぐ
料
理
は
、
味
噌

汁
に
具
と
し
て
入
れ
た
ふ
ぐ
汁
(
ふ

く
と
汁
)
が
主
流
で
し
た
。
こ
わ
ご

わ
な
が
ら
も
多
く
の
江
戸
庶
民
が
ふ

ぐ
を
賞
味
し
て
い
た
こ
と
が
、
芭
蕉

の
句
か
ら
も
う
か
が
い
し
れ
ま
す
。

近
年
、
ふ
ぐ
料
理
と
言
え
ば
、
ふ

ぐ
刺
、
ふ
ぐ
ち
り
が
有
名
で
す
。
し

か
し
厳
し
い
規
制
も
あ
っ
て
、
高
値

商
品
と
な
っ
た
ふ

ぐ
料
理
は
、
一
部

の
グ
ル
メ
派
を
除

き
、
一
般
庶
民
に

は
無
縁
な
食
べ
物

と
言
え
ま
す
。

そ
う
し
た
変
容

の
背
景
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
、
ふ

ぐ
の
毒
素
(
テ
ト

ロ
ド
ト
キ
シ
ン
―

―
青
酸
カ
リ
の
千
倍
の
強
さ
)
に
よ

り
中
毒
を
起
こ
し
、
死
亡
者
も
多
か

っ
た
か
ら
で
す
。

過
去
2
0年
間
の
食
中
毒
死
亡
者
数

は
延
べ
4
0
6人
。
そ
の
内
ふ
ぐ
が
2
8
6人

(
7
0・
4
%
)
を
占
め
、
2
位
の
き

の
こ
類
の
2
9人
(
7
・
1
%
)

を
大

き
く
引
き
離
し
て
い
ま
す
。

東
京
に
お
け
る
ふ
ぐ
料
理
店
等
で

は
、
2
年
以
上
の
修
業
を
積
み
学
科

と
実
技
試
験
に
合
格
し
た
「
ふ
ぐ
調

理
師
」
が
い
て
、
保
健
所
を
通
し
て

認
証
を
受
け
た
店
で
し
か
、
ふ
ぐ
を

調
理
で
き
ま
せ
ん
。

食
品
G
メ
ン
は
ふ
ぐ
に
よ
る
食
中

毒
を
防
止
す
る
た
め
、
ふ
ぐ
を
処
理

す
る
市
場
内
の
除
毒
所
を
始
め
料
理

店
等
を
、
食
用
に
適
さ
な
い
ふ
ぐ
が

ま
ぎ
れ
込
ん
で
な
い
か
、
あ
る
い
は

有
毒
部
位
の
内
臓
や
皮
な
ど
を
お
客

に
提
供
し
て
な
い
か
と
厳
し
い
チ
ェ

ッ
ク
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
こ
う
し
た
制
度
や
個

別
指
導
が
定
着
し
、
死
亡
者
は
激
減

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
グ
ル
メ
ブ
ー

ム
も
あ
っ
て
、
ふ
ぐ
の
輸
入
や
餐
殖

量
が
、
こ
の
1
0年
で
約
1
0倍
に
増
え

ま
し
た
。
ま
た
、
規
制
緩
和
も
あ
っ

て
、
刺
し
身
や
鍋
用
に
処
理
さ
れ
た

ふ
ぐ
が
、
ス

ーパ
ー
で
も
販
売
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
需
要
拡
大

に
伴
う
ふ
ぐ
の
大
衆
化
が
予
測
さ

れ
、
保
健
所
は
安
全
確
保
に
、
ま
す

ま
す
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。

<
保
健
所
・
食
品
衛
生
監
視
員
>

彫
刻
に
関
す
る
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
卜

「
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

必
要
で
あ
る
6
8
%

第
2
回
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、「
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
(
平
成
6

年
9
月
実
施
、
送
付
数
5
0人
、
回
収

率
1
0
0
%
)
。結
果
は
、次
の
と
お
り
で

す
。

□
「
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
」
と
い
う
言

葉
か
ら
ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
思
い
う

か
べ
ま
す
か

「
ゆ
と
り
が
あ
る
ま
ち
」
と
「
う

る
お
い
が
あ
る
ま
ち
」
と
い
う
回
答

が
一
番
多
く
、
3
6
%で
し
た
。

□
「
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
　

『
必
要
で
あ
る
(
「
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
あ
る
」
+
「
あ
る
程
度
必
要
で

あ
る
」
)』
が
6
8
%
。

□
「
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か

『
知
っ
て
い
る
(
「
よ
く
知
つ
て
い

る
」
+
「
少
し
知
っ
て
い
る
」
)
』
が
5
0

%

。

□
ま
ち
角
な
ど
に
彫
刻
を
置
く
こ
と

に
つ
い
て

、
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す

か
『
よ
い
(
「
良
い
」
+
「
ま
あ
良
い
」
)
』

が
7
6
%

。

□
ま
ち
並
み
の
中
に
置
く
彫
刻
は
、

ど
ん
な
作
風
が
良
い
と
思
い
ま
す
か

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
(
身

近
で
触
れ
ら
れ
た
り
ベ
ン
チ
な
ど
に

な
る
彫
刻
)
が
5
4
%で
、
最
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広
聴
相
談
担

当
　
(
3
8
8
2
)
1
I
I
I

㈹
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平
成
6
年
度
上
半
期

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

区
で
は
、
区
の
財
政
の
実
態
を
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
財
政
状
況
を
年
2
回
、
6
月
と
1
2月
に
公
表
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
6
年
度
上
半
期
の
執
行
状
況
等
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
図
表
は
平
成
6
年
9
月
3
0日
現
在
の
も

の
で
す
)
。

平
成
6
年
度
上
半
期
に

実
施
し
た
主
な
事
業

▽
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
制
度

の
促
進
「
R

の
お
店
」

▽

住
宅
対

策
曼

罰

設

▽
高
齢
者
、
心
身
障
害
者
(

児
)
ホ

ー

ム
ヘ
ル

パ
ー
派
週
事
業

▽
健
康
診
査
の
推
進

マ
千
寿
桜
小
摩
校
の

地
域
開
放

▽
冷
蔵
庶
の
フ
ロ
ン
回
収

▽
公
共
下
水
道
整
爾

▽
都
市
計
画
道
路
整
備

▽
中
小
企
業
一
般
融
資
の
拡
充

問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
予
算
朦

啻
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

ホール等は区民の方も利用できる千寿桜小学校

平成6 年度各会計予算執行状況

区有 財産の状況

特別区債現在高

区の施設、道路、公園などの大規模な建設事業等には、

一時的Iこ多額の財源が必要になり泄す。その財源補充の
ため区か匣期にわたって借り入れた資金の状況です。

区民1 人当たりの区民税負担額と区支出額

この看板が目印

一時借入金
6年度上半期( 4月1日～9月30日)

には、 借り入 れはあり ませんでし た。

教
員
資
格
を
お
持
ち
の
方
へ

資
格
を
生
か
し
ま
せ
ん
か

対
象
=

中
学
校
の
技
術

、珊

科

、
数
学

、

社
会
の
叡
員
免
許
状
を
持
つ
6
0
歳
位
ま

で
の
万
(

平
虞
7

年
1

月
取
得
予
定
者

も
含
む
)

内
容
=

動
穆
時
間
は
応
相

談
(

日
曜
・
祭
日
零
啄

く
)

時
給
=

千
聊
円
以
上

申
込
=
履
歴
書
を
窓
口

に
持
参
ま
た
は
郵
送

申
・
問
先
1
千

住
本
庁
舍
・
指
導
窒
事
務
係

〒
圀
千

住
―
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

上
総
湊
健
康
学
園

来

年
度

入

園
児

童

募
集

上
総
贋
健
康
学
園
(
千
葉
県
富
津
市
)

は
、房
総
半
鳥
の
恵
ま
れ
た
自
然
の
中

に
あ
f
{
遯
立
区
で
唯
一
の
全
寮
制
の
区

立
小
学
校
で
す
。授
業
は
、区
内
宗

学
校
冫
歹
`
同
じ
内
容
を
行
い
ま
す
。

少
人
数
制
で
個
性
鷽
耳
皿
す
る
た
め
、

児
竃
は
明
朗
活
発
で
す
。寮
で
ほ
、保

母
が
親
代
わ
り
彰
酋
、温
か
い
家
庭

的
雰
囲
気
の
な
か
で
身
の
回
り
の
世
話

を
し
嫐
歹
。平
成
7
年
1
月
2
8
日
(
土
)
、

教
膏
研
究
所
で
入
園
説
明
会
を
予
定
し

て
い
ホ
y
。な
お
、今
年
度
も
途
中
入

園
で
淞
汞

す
。

対
象
―
小
学
1

年
生

か
ら
6

年
生
で

次
に
該
当

す
る
児

鴛
/

ぜ
ん

息
/

肥
満
/

偏

食
/

虚
弱

な
ど

費
用
1
月

額
約
2
万
円
(

食
事
・
教
材

賢
)

※
家
庭
の

事
嘴
に
よ
ひ
減
額
・

免
除
の

制
廣
あ
り

申
込
=

現
在
通
掌

し
て
い
る
学
校
の
担
任
・
養
護
の

先
生

期
限
―
平
成
7

年
2

月
1
0
刪

問

先
1

千
住
本
庁
舎
・
校
外
学
園
係

(
3
a
2
)

―
―
―

㈹

上 総 湊 健 康 学 園

課
税

課
非
常

勤
職
員

を

募
集
し
ま
す

応
募
資
格
―
区
内

在
住
の
迴

黔
で

洳

繊
以
下
の
万
/

高
校
卒
業
程
度
の
学
歴

が
あ
る

方
/

身
元

が

礎
央
で

偏
康
な

方
/
職

務
の
遷
行
に
凖
T

呎

罍

め
ら

れ
る
万

助
務
内
容
=
罌

屬

卑
税
の

里

昊

付

。
端
末
入
力
事
務
/
臨

時
還

行
拝
可
申
講
受
付
・
肝
可

事
務

一

用

期
間
―
平
虞
7

年
4

月
1
日
I

平

虞
8

年
3

月
3
1
日

募
集
人

敵
―
若
干

名

勤
務
時
間
=
2

週
間
で
6
0
時
間

給
与
a

月
額
1
7
万
7

千
円
(

社
保
・
税
金
等

控
除
が

あ
り
ま

す
。交
通
賢
支
給
)

申

込
L

履
歴

書
(
市
販
様
式
・
自
筆
・
写

真
貼
付
)

を

直
接
持
参
(

土
曜
・
日
曜

日
を
除
く
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5

時
)
※
申
込
書
愬
遒
却
し
ま
せ
ん

期
限
1
1
2
月
2
2
日
選
考
力
法
=
番
類

選
考
・
筆
記
試
験
お
よ
び
圃
接
申
・

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
軽
自
励
車
税

係
　
(
3
a
o
)
a
8

保
育
園
非
常
勤
職
員

(
保
育
業
務
補
佐
員
)

を
募
集
し
ま
す

対
象
I
昭
和
1
0
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
1

年
t
月
1
日
ま
で
に
生
袤
れ
た
矚
豕
な

方
/
保
母
・
幼
稚
園
教
愉
・
看
護
婦
・

調
理
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
お
持
ち

の
方
内
容
=
い
ず
れ
の
資
格
者
も
保

齊
、調
理
、用
務
な
ど
保
育
園
業
務
全

般
の
禰
佐
助
務
日
I
A
…
月
・
金
。

土
(
週
2
4
時
間
)
、B
…
月
。火
・
金
・

土
(
週
2
4
時
間
)
、C
…
月
・
金
・
土
(
週

1
8
時
間
)
の
い
ず
れ
か
希
謌
に
よ
る
雇

用
期
間
(
原
則
と
し
て
1
年
間
)
報

酬
等
(
月
額
)
-
A
・
B
…
1
3
万
千
円
、

C
…
9
万
9
千
円
(
平
成
6
年
度
実

績
)
/

有

休

有

り
/

交

通

費

支

給
(

限

度

額
内
)

選

考
方
法
―
蠧

馨

査
お
よ

び
面
接

面

接
日
=

平
成
7

年
X

月
中

旬
予
定
(

採
用
は
平
虞
7

年
す
月
1

日

以

降

、
欠
貝

が
あ
り
し
だ
い
に
な
り
ま

す
)

募
集
人

数
=
若
干
名

申
込
I

履
歴

書
(
市
販

様
式
・
自
筆
・
写
真
貼

付

…
ス
ナ
ッ
プ
不
可
)

を
直
接
持
参
ま

た
は
郵

送

※

申
込
書
類
″
理

却
し
ま

せ
ん

期
限
=

平
成
7

年
l

月
2
0
a
必

着

※
循
果
発

表
は
平
虞
7

年
1

月
上

旬
予

定

申
・
問
先
一

千
住
本
庁
告
・

保
育
第
一
係

〒
圀
千
住
1
1
4
1
1
8
　
(
3
1
)
1
1
1
1

㈹

あだち公園物語
( 5) 舎人いきいき公園

( 舎人6- 3- 1)

おとぎ話の主人公たちが
勢ぞろい

北
風
が
ピ
ュ
ー
冫
筱
い
て
も
、
こ

こ
に
来
る
と
元
気
が
出
て
く
る
。
あ
の

で
っ
か
い
赤
鬼
を
や
っ
つ
け
て
、
今
は

仲
良
し
に
な
っ
た
気
分
。
マ
マ
に
聞
い

た
鬼
の
お
話
叺
と
っ
て
も
`
冤
じ
か
っ

た
け
ど
、
ボ
ク
の

知
っ
ア
冫
9
鬼
は
か
わ

い
い
遊
び
友
瑪
。
よ
し
、
次
は
髴
宮
城

へ
行
っ
て

み
6

つ
。

あ
こ

が
れ
の
1

と

ぎ
の
胛

に
行

け
る

「
舎
人
い

き
い

き
公
!

。

綾瀬川

清流ルネッサンス21
地域協議会発足

昨
年
、
「
水
環
鴣
改
魯
繁
急
行
勳
計
画
　

(
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1
)
」
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
計
国
は
河
川
§
答

が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
で
さ
た
令
国
的

な
も
の
で
、
水
の
汚
れ
の
大
き
い
河
川

や
湖
沼
等
が
対
象
に
な
っ
て
い
欒
y
。

昨
年
ま
で
M

年
潯
軛
し
て

全
国

一
級
河

川
ワ

ー
ス
ト
L

と
し
て

知
ら

れ
る
驟

瀬

川
も
、
対
象
の
指
定
奮
叉
け

声
レ
だ

。

こ
れ
に
り
と
づ
き
「
地
域
膓
原
命
&

股

立
し
、
H

月
1

日
に
越
谷
市
で
発

足
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の

式
に
は

足
立
区
長
鷽
ほ
じ
め

、
璢

設
省

。東
京

都
・
埼
玉
県
・
流
斌
の

全
自

治
体
(
1
4

の
区
市
町
)
か
ら
の
代

麦
、
お
よ
び
学

識
経
験
者
が
出
席
し

奔
し
た

。

当

日
は

、
座
長
に

藤
田
賢
二
氏
(

東

京
大
学
工

学
部
教
授
)
奮

巒
}
し
た
後
、

纉
瀬
川
の
現

状
や

れ

ま
で
に
実
施
さ

れ
た
浄
化
対
策
、
こ

れ
か
ら
9

貧

浄

化
に
関
す
る
意
見

交
擠
な
ど

を
行
い
ま

し
た
。
こ
の

結
果
を

も
と
に
し
て
、
今

後
は
水
質
浄
化
の
目
板
や
邇
病
時
期
と

い
っ
た

浄
化
計

回
の
策
定

だ
け
で

な

く
、
鳫
域
住
民
の
意
見
や
幅
広
い
活
動

を
生
か
せ
る
仕
組
み
作
2
1

え
て
い

く
予
足
で
す
。

足
立
区
の
主
な
取
り
組
み
は
次
り
と

お
り
で
y
。

マ
6

年
度
宋
に
は
下
水
道
の

釁
双
が
ほ

匯
一
了
(

下
水
道
の
完
卵
は
綬
瀬
川
の

浄
化
に
大
衆
7
、貢
献
し
て
い

る
)

▽
心
の
蔘
冫
y
な
る
親
水
施
設
の
設

置▽
河
川
の
浄
化
実
験

▽
環
境
保
護
団
体
へ
の
助

虞

▽
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の

與
廓
な
ど

こ
れ
か
急
蔵
瀬
川
の
水
質
や
環
境

の
改
善
を
目
指
し
て
、
こ
の
搦
議
会
で

も
啓
贔
徭
勲
等
に
積
極
的
に
取
ひ
組
ん

で
い
孝
豕
T
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
¥
ヂ
。

(
環
境
課
) 綾瀬川の水質浄化に取り組んでいます

学
童
保

育

室平
成
7
年
度
入
室
児
童
募
集

申
込
対
象
―
働
い
て
い
た

り
、
長

期
の

軻
気
な
ど
の
た
め
に
授
業
終
了

後
の
児

童
の
め

貸

卷

み
る
こ

と
が
で

忝
な

い
保
護
者

入
室
対
象
1
4

月
か
ら
小

学
I
A

年
生
に
な
る
児

童

定
員
―

各
保
育
室
4
0
人
(

一
部
定
員
の
興

な
る

保
育
室
か
あ
ひ

ま
す
)

費
用
l
児

童

人

に
つ

き
月
額
一

予
勁
円

申
込
1

甲
講
一
、
家
庭
状
況
票
、
動
務
証
明
番

を
希
犁
y
る
保
育
室
に
提
出
(
書
類
は

1
2月
1
5
日
か
ら
各
保
育
室
で
配
布
し
ま

す
)

※
現
在
入
室
し
て
い
る
児
童
で

、

継
続
し
て
入
室
を
希
單
歹
る
場
合
も
同

じ
手
続
改

か
必
要
で
す

申
込
期
間
-
1

月
6

日
～
2
0
日

申
込
先
↓

擬

育

蚕
(
左
表
)

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・

学
童
保
育
係

(
3～
)
5
1
8
1

指
導
相
談
係

(
3
8苴
5
1
9
9

1
い
ず
れ
#
>
-
卜

F
A
x
(
3
a
o
)
6
～
o

学童保育室一覧

1
2月
1
1
日

～
2
0
日

年
末
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ありがとう　笑顔でかわす
良いマナー

都
内
で
す
で
に
3
0
0人の
方
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す

今
年
、
都
内
の

交
通
事
故
に
よ

る
死

者
が
、す
で
に
聊
人
を
鵬
凡
て
い

奪
歹
。

こ
れ
は
前
年
同
期
に
比
べ
れ
ば
若
干
減

少
し
て
い
る

も
の
の

、
1
日
に
よ

の

刪

合
で
死
亡
し
て
い
る

計
算
に
な
り

、

た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況
で
す

。

交
差
点
で
事
故
が
多
発

都
内
で

は
交
草
原
に
お

け
{
塁

通
事

故
が
、
年
々
増
え

劈
け
て
い
ま

す
。
特

に
夜
間
、
道
軛
の
せ

ま
い

裏
通
り
で
の

事
故
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の

交
通
事
故
の
原
因
と
し
て

、
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ
や
横
断
禁
止
場
所
で
の
横

断
が

あ
9

汎

ま
す

。
交
通

事
懲
'

蘗

ら
す
た
め
に
、
ス
ピ

ー
ド
を
出
六
な

い
、

交
黒

で
は
泰

止
ま
っ
て

確
か
め
て

か
ら

横
断
T
g
y
i

、
皆
枩

ん
心
が

け
て

く
だ
さ
い
。

命
を
守
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の

着
用
は
法
律
で
定

め
ジ
れ
て

い
ま

す
が
、
締
め
忘
れ
て
い

る
方
、
締
め
て
い

な
い
方

も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
万
が
一

交
通
事
故

に
あ
っ
て
し

ま
っ
た
と
蕣
で

も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
れ
ば

そ
の
被
客
は
大
き
く
軽
甌
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、昨
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

全
国
の
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
死

亡
者
の
う
ち
、
約
8
罰
の
万
が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。も
し
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て

い
れ
ば
、
4
割
の
万
が
助
か
っ
た
は
ず

な
の
で
す
。
皆
麌
ん
も
呀
勣
卑
を
運
転

す
9
と
齊
ほ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く

善
用
し
、安
全
運
転
豪
心
が
け
歹
`
だ

さ
い

。

問
先
―
中
央
冰
町
庁
舎
・
交

疉

贏
　
3
8

苴
5
2
7
9

千
住
肇
察
署

(
a
l
)
0
1

ぶ

西
新
井
蓄
察
番

(
3
8
1
)
y

綾
瀬
警
察
一

(
a
2
0
)
o
I
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

福

祉

心
身
障
害
者
手
当
(
区
制
度
)

難
病
患
者
福
祉
手
当
の
定
例
払
月
で
す

1
2
月
2
5
日
ご
ろ
、
届
け
出
さ
れ
た
口

座
に
手
当
て
(
8
月
～
H
月
分
)
を
振

り
込
み
ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
表
1
ま
た
は
表

2
に
該
当
す
る
方
で
、
申
請
を
し
て
い

な
い
方
は
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
り

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
褂

係

表1　 心身障害者福祉手当

表2　 難病患者福祉手当

平
成
7
年
度
綾
瀬
福
祉
園
・

あ
か
し
あ
園
の
通
所
者
募
集

対
象
・
内
容
=
綾
瀬
福
祉
園
…
1
8
歳
以

上
の
精
神
蓐
弱
者
を
対
象
に
通
所
に
よ

る
日
常
生
活
訓
練
指
導
お
よ
び
作
業
訓

楝
を
行
い
ま
す
/
足
立
あ
か
し
あ
園
…

身
体
障
害
者
を
対
象
に
通
所
に
よ
る
日

常
生
活
訓
練
指
導
を
行
い
な
が
ら
仕
事

を
提
供
し
自
立
を
助
け
ま
す
募
集
人

員
=
い
ず
れ
も
若
干
名
募
集
期
間
=

1
2
月
1
2
日
～
2
1
日
入
所
時
期
=
平
成

7
年
4
月
以
降

申
先
=
管
轄
の
福
祉

事
務
所
(
表
3
)

問
先
=
各
福
祉
事

務
所
ま
た
は
千
佳
本
庁
舎
・
障
害
福
祉

課
計
画
調
整
係

表3　 福祉事務所一覧表乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
申
請
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か

「3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
医
療
費

の
助
成
」
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
医

療
証
を
提
示
す
る
と
、
保
険
の
自
己
負

担
分
か
助
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
療

費
の
助
成
は
申
請
日
か
ら
で
す
。
申
請

が
ま
だ
の
方
は
手
続
き
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。医
療
証
は
後
日
郵
送
し
ま
す
の

で
、1
2
月
末
に
申
請
し
た
方
に
は
年
内

に
医
療
証
を
お
渡
し
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。※

都
外
の
医
療
機
関
で
診
療
を
う
け
た
場

忿
は
乳
幼
児
の
医
療
証
は
使
え
ま
せ

ん
。そ
の
時
は
、自
己
負
担
分
を
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
い
、後
日
領
収
書

を
児
童
医
療
係
の
窓
口
に
持
参
し
、自

己
負
担
芬
の
還
付
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。領
収
書
に
は
①
乳
幼
児
の
名
前

②
保
険
点
数
③
自
己
負
担
分
の
金

額
④
診
療
年
月
日
⑤
医
療
機
関

名
の
記
入
が
必
要
で
す
。還
付
請
求

の
手
続
き
に
は
(
ア
)
領
収
書
(
イ
)
印
か

ん
(
ゴ
ム
印
は
不
可
)
(
ウ
)
申
請
者
の

預
金
通
帳
(
エ
)
健
康
保
険
証
(
オ
)
乳

幼
児
医
療
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
医
療
係

来春4 月入園

保育園児募集
中です

受
付
期
間
=
1
2
月
1
日
～
1
5
日
(
申
請

溽
は
各
福
祉
事
務
所
で
配
布
)

受
付

場
所
=
住
所
地
を
管
轄
す
る
福
祉
事
秘

所

申
請
に
必
要
な
も
の
=
平
成
6
年

度
分
住
民
税
額
が
わ
か
る
も
の
(
納
税

通
知
書
・
待
別
徴
収
税
額
通
知
書
・
課

税
証
明
書
の
い
ず
れ
か
)
/
平
成
5
年

分
所
得
税
額
が
わ
か
る
も
の
(
源
泉
徴

収
票
・
確
定
申
告
書
控
)
、
平
成
6
年
分

所
得
税
が
確
定
し
だ
い
、
平
成
6
年
分

の
も
の
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
)
/
平
成
6
年
度
固
定
資
産
悦
を
証

明
す
る
潛
顛
(
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

み
)
/
印
か
ん

※
一
部
の
保
育
園
で

は
、
産
休
明
け
か
ら
O
歳
児
保
育
を
行

っ
て
い
ま
す

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(

表
3
)

保育園ではいろ いろな行事を行い ます

1
2月
は
高
齢
者
福
祉
手
当
の
支
払
月
で
す

今
月
の
支
払
は
、8
月
～
1
1
月
分
で

す
。1
2月
2
5日
ご
ろ
に
届
け
出
さ
れ
て

い
る
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
各
金
融

機
関
で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
当
は
3
ヵ
月
以
上
ね
た
き
り
、

ま
た
は
重
度
の
痴
呆
で
介
護
の
必
要
な

方
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

申
・

問
先
=
千
住
木
庁
舎
・
高
齢
者
福
祉
係

生

活

環

境

高
齢
者
住
宅
あ
っ
せ
ん
等
助
成
事
業

対
象
=
高
齢
者
の
み
の
世
帯
/
立
ち
退

き
を
迫
ら
れ
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

助
成
内
容
=
住
宅
あ
っ
せ
ん
、
転
居
一

時
金

※
こ
の
事
業
は
二

社
)
東
京
都

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
足
立
区
支
部
の

協
力
を
得
て

、
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
係

1
2月
か
ら
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
も
で
き
ま
す
。「
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
」

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

1
2月
3
1日
現
在
で
工
業
統
計
調
査
を

行
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
国
の
行
政
施
策
の
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
調
査
の
対
象
と

な
る
事
業
所
に
は
1
9
1月中
旬
か
ら
1
月

中
旬
ま
で
に
調
査
員
か
伺
い
ま
す
の

で

、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
対
象
=

従
業
者
が
4
人
以
上
の
製
造
業
に
属

す
る
事
業
所
/
従
業
者
が
3
人
以
下
で

特
定
業
種
に
該
当
す
る
製
造
業
に
属
す

る
事
業
所

問
先
=
巾
央
本
町
庁
舎
・

統
計
係
　
(
3
8
8
0
)
5
0
3
3

綾
瀬
北
自
転
車
駐
車
場
の

定
期
利
用
者
募
集

2
月
1
日
か
ら
、
い
ま
ま
で
の
綾
瀬

三
丁
目
無
料
駐
車
場
を
整
備
し

祠
瀬

非

」と
名
称
を
変
え
て
、
定
期
利
用
の

駐
車
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

場
所
=
綾
瀬
3
―
2
2

―
1
4
募
集
台
数
=
千
台
(
簡
易
施

設
の
た
め
屋
根
な

ど
の
設
備
は
あ
り

ま
せ
ん
)

利
用

料
金
=
1

ヵ
月
一

般
千
円

、学
生
(
高

校
生

ま
で
)
・
身

障
者
5
0
0円

対
象
=

綾
瀬
駅
か
ら
お

お
む
ね
鯣
m

以
上

離
れ
た
所
に
住
所

の
あ
る
方

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に

郵
便
番
号
、庄
所
、

氏

名
(

ふ

り

が

な
)
、
電
話
番
号
、

職
業
を
明
記

期

限
=
1
2月
2
7日
(
申
込
多
数
の
場
合
は

駅
よ
り
遠
い
方
を
優
先
)

申
・
問
先
=

交
通
安
全
対
策
課

〒
1
2
1中央
本
町

1
-
1
7
1
1

巾
央
本
町
庁
舎
・
自
転

車
係(

3
8
8
0
)
5
2
3
O

政
治
家
等
の
寄
付
は

禁
止
で
す

選
挙
豆
知
識

政
冶
家
等
が
、選
挙
区
内
の
者
に
、

お
歳
暮
や
年
賀
な
ど
の
贈
り
物
を
す

る
こ
と
は
寄
付
と
し
て
禁
止
さ
れ
て

お
り
、違
反
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

有
権
者
が
こ
れ
ら
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
、
政
治
家
等
に
強
要
す
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家

等
は
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
を
除
き
、
選
挙
区
内
の
者
に
年

賀
状
や
寒
中
見
舞
い
状
、
喪
中
の
あ

い
さ
つ
状
な
ど
を
出
す
こ
と
も
罰
則

付
き
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
贈
ら
な
い
・
受
け
と
ら
な
い
・

求
め
な
い
」
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明

る
い
選
挙
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
選
挙
管
理
委

員
会

□ 12月は固定資産税・都市計画税の第3期分納期です。お近くの金融機関、郵便局または都税事務所で12月27日までに納めてください<足立都税務所>
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国

保

医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

区
で
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

に
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
お
知

ら
せ
し
健
康
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
医
療
費
通
知
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
平
成
6
年
9
月
に
診

潦
を
受
け
た
方
に
、
そ
の
月
の
医
療
費

の
全
額
(
1
0割
分
)
を
、
1
2月
下
旬
に

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
総
医
療
費

が
3
千
円
以
下
の
場
合
、
医
療
機
関
か

ら
の
請
求
が
遅
れ
た
場
合
に
つ
い
て

は
、お
送
り
し
て
い
ま
せ
ん
)
。こ
の
通

知
は
、
お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
特
に
手

続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
給

付
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
会
社

な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族

に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や

め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
会
社
な
ど

か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
何
も
連
絡

が
な
い
た
め
、
手
続
き
を
し
な
い
と
国

民
健
康
保
険
に
加
入
の
ま
ま
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
必
ず
、
や
め
る
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
勤
務
先
の
健
康
保

険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
届
出
人
の

印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家

族
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅

れ
た
場
合
で
も
、
保
険
料
は
退
職
日
の

翌
日
か
ら
き
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す

が
、
医
療
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は

原
則
と
し
て
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
の

で
。早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
=
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証

明
書
(
資
格
喪
失
証
明
書
、
離
職
票
、

退
職
証
明
書
な
ど
、
や
め
た
月
日
が
確

認
で
き
る
も
の
)
/
届
出
人
の
印
か

ん
/
届
出
人
の
住
所
、
氏
名
が
確
認
で

き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真

貼
付
の
も
の
。
た
だ
し
。
お
持
ち
で
な

い
方
や
代
理
人
の
場
合
は
不
要
)
/
家

族
が
す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険
証
/
7
0

歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
(
国
民
年
金
を
除
く
)
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
年
金
証
書
ま
た
は
年
金

裁
定
通
知
書
を
窓
口
に
持
参

※
届
出

人
が
代
理
人
(
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯

員
以
外
の
方
)
の
場
合
や
住
所
、
氏
名

が
確
認
で
忝
な
い
と
き
は
、
保
険
証
は

後
日
郵
送
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

変
更
後
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た

は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

年

金

ご
参
加
く
だ
さ
い
6
0歳
説
明
会

日
時
=
1
2月
2
0・
2
1日
、
午
前
1
0時
と

午
後
2
時
の
2
回
(
受
け
付
け
は
、
開

始
3
0分
前
か
ら
)

場
所
=
中
央
本
町

庁
舎
3
0
2・3
0
3会議
室

対
象
=
昭
和
1
0

年
1
月
2
日
～
昭
和
1
0年
2
月
1
日
生

ま
れ
の
方
(
対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
=
年
金
制
度
の
仕
組
み
と
受
給
手

続
き
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談
(
受
付

順
)

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用

係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

平
成
6
年
1
0月
分
か
ら

年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

国
民
年
金
の
年
金
額
が
、
平
成
6

年
1
1

月
9

日
の
年
金
法
の
改
正
に
と
も
な

い

、
平
成
6

年
1
0
月
分
か
ら
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
(
表
5
)

。
な
お

、
新
年
金

額
で
の
支
払
い
は
1
2
月
支
払
い
分
(

老

齢
福
祉
年
金
は

、
1
1
月
支
払
い
分
)

か

ら
で
す
。
ま
た
、
死
亡
一
時
金
の
金
額

も
。変
更
に
な
り
ま
し
た
(
表
4
)
。
問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

表4　 死亡一時金の金額表

※ ただし 、死亡日が11 月9 日 以降 です。

表5　 平成6 年 度年金額表( 平成6年10月分より)

夜間相談も
おこなっています

ねんきん出張相談

日
程
等
=
表
6

内
容
=
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
う
け
ま
す
。

な
お
今
月
の
夜
間
相
談
は
、
竹
の
塚
セ

ン
タ
ー
で
お
こ
な
い
ま
す
。
問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表6　 ねんきん出張相談

「
広
聴
制
度
」は
、あ
な
た
と
区
政
を
つ
な
ぐ
か
け
橋
で
す

□
広
聴
制
度
と
は

区
で
は
、
開
か
れ
た
区
政
を
推
進

す
る
た
め
、
広
聴
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
広
聴
制
度
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
区
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
仕
組
み
で
す
。
区
で
行
っ
て

い
る
主
な
も
の
は
世
論
調
査
や
区
政

モ
ニ
タ
ー
、
広
聴
(
ガ
キ
、
区
政
を

語
り
台
う
会
な
ど
が
あ
ひ
ま
す
。

□
住
み
よ
い
足
立
区
を
創
る
た
め
に

「
広
聴
ハ
ガ
キ
」
は
、
区
政
へ
の

意
見
、
提
言
等
を
記
入
し
て
、
ポ
ス

ト
へ
投
函
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

、

郵
送
料
は
無
料
で
す
。(
ガ
キ
以
外

に
も
電
話
、
封
書
な
ど
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

(
ガ
キ
な
ど
で
届
い
た
「
区
民
の

声
」
は
、
内
容
に
よ
っ
て
担
当
す
る

課
に
照
会
・
伝
達
し
、
担
当
課
か
ら

直
接
区
民
の
皆
さ
ん
へ
お
答
え
し
ま

す
。広

聴
(
ガ
キ
は
、
千
住
本
庁
舎
や

中
央
本
町
庁
舎
の
受
付
、
区
民
事
務

所
な
ど
区
の
施
設
の
窓
口
等
に
置
い

て
あ
n
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広
聴
相
談
係

訂
正
と
お
わ
び

1
2月
3
日
人
権
特
集
号
の
2
面

「
差
別
を
な
く
し
て
明
る
い
社
会

を
」
の
記
事
の
中
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。4
段
目
1
7行
目
「
お
互
い
の

人
権
を
奪
重
し
あ
い
」
と
あ
り
ま
す

が
「
尊
重
」
の
誤
り
で
す
。こ
こ
に

訂
正
し
て
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

A
広
報
課
V

教

育

就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

教
育
研
究
所
で
は
、
来
年
4
月
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
、
心
身
に
障
害
の
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の

就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
育
の

場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
な
ど
に

つ
い
て
。専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時
=
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
※

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

場
・

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所
就
学
相
談
担

当
　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
て

く
だ
さ
い
　
年
金
・
国
保

□
国
民
年
金
保
険
料

毎
月
翌
月
末
が
納
期
限
で
す
。
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、

将
来
、
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の

納
付
に
は
、口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

□
国
民
健
康
保
険
料

納
期
限
は
毎
月
末
日
で
す
。
特
別

な
理
由
も
な
く
納
め
な
い
で
い
る

と
。
税
金
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
財
産

の
差
押
処
分
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
災
害
や
病
気
・
倒
産
な
ど
の

事
情
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
遅

れ
て
い
る
方
は
、
納
付
方
法
に
つ
い

て
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

は
…
国
民
年
金
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
…
国

民
健
康
保
険
課
滞
納
整
理
第
一
・
二

係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す

掲
示
板

□
(
仮
称
)
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
六

月
職
員
募
集

職
種
=
特
養
・
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
共
に
寮
母
(
パ
ー

ト
)
、
調
理
員
(
パ
ー
ト
)
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士

給
与
=
法
人
の

給
与
規
程
に
よ
る

問
先
=
社
会
福

祉
法
人

「
聖
風
会
」

(
3
8
8
3
)
7
9
4
6

□
日
本
語
学
習
活
動
(
自
由
会
話
な

ど
)
の
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集
東
京
研

修
セ
ン
タ
ー
で
は
、発
展
乖
上
国
か

ら
の
研
修
生
に
対
し
て
日
本
語
の
自

由
会
話
を
始
め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
(
毎
週
木
曜

日
午
後
2
時
～
4
時
)
。申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入

問
先
=
譛
海
外
技
術
者

研
修
協
会
東
京
研
修
セ
ン
タ
ー
日
本

語
班

〒
1
2
0千住
東
1
-
3
0
-
1

(
3
8
8
8
)
8
2
1
8

□
都
・
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

短
期
講
習
「工
業
簿
記
」受
講
生
募

集
対
象
=
2
級
簿
記
の
受
験
を
目

指
す
在
職
者
受
付
=
1
2
月
1
2
日
午

後
6
時
ま
で
に
直
接
持
参
(
抽
選
)

定
員
=
4
0
人
費
用
=
千
沺
円
講

習
日
程
=
1
月
H
日
～
3
0
日
、い
ず

れ
も
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
5
5分

間
先
=
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術
専

門
校
能
力
開
発
係

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
都
・
高
等
保
育
学
院
「
保
育
科
」

学
生
募
集

対
象
=
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま

た
は
こ
れ
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
方

受
付
=
1
月
5
日

～
H
日

試
験
日
=
筆
記
・・
1
月
2
2

日
、
実
技
・
面
接
・
:
1
月
2
3日
～
2
5

日

間
先
=
都
・
足
立
高
等
保
育
学

院
(
都
内
に
は
ほ
か
3
校
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
)

(
3
8
8
5
)
4
7
0
1

□
都
・
王
子
高
等
職
業
技
術
専
門
校

生
徒
募
集
募
集
期
間
=
1
月
6
日
～

2
7日

選
考
日
=
2
月
1
3日

合

格
発
表
=
2
月
2
0日

入
校
日
=
4

月
5
日

間
先
=
王
子
高
等
職
業
技

術
専
門
校

(
3
9
1
2
)
3
5
7
1

板
橋
高
等
職
業
技
術
専
門
校

(
3
9
6
6
)
4
1
3
1

赤
羽
高
等
職
業
技
術
専
門
校

(
3
9
0
9
)
8
3
3
3

□ 12月防災キャンペーンテーマ 「年末年始の救急事故をなくそう」< 東京消防庁>
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東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

平
成
7
年
度
新
規
通
所
者
募
集

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
平
成
7
年
度
新
規
通
所
者
を

左
表
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
豆
は
っ
ぴ
贈
呈
●

区
の
施
設
や
名
所
旧
跡
な
ど
区
内
2
0

ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
ン

プ
を
楽
し
み
な
が
ら
集
め
て
い
た
だ
く
　

「
あ
だ
ち
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
。1
0
ポ
イ

ン
ト
以
上
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方
に

は
、記
念
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。ま

た
、1
月
4
日
～
3
1
日
ま
で
の
期
間
は
。

先
着
3
0
0人の
方
に
通
常
の
記
念
品
の
ほ

か
に
。
特
別
記
念
品
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
豆
は
っ
ぴ
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=

観
光
協
会
(
中
央
本
町
庁
舎
・
産
業

振
興
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

情 報 コ ー ナ ー

冬花展示会
日時=12月19日、午後1時～5
時/12月20・21日、午前9時～午
後5時　場所= 中央本町庁舎1 階
ロビー　内容= 区内の花き農家が
促成栽培した、晩秋から初冬に咲
くフリージア、ユリ、葉ボタン等
の花を展示　※ 12月19日(月)、午
後1 時から先着100人に切り花を
配布します　問先= 中央本町庁
舎・農産係　　3880―5118

老 人 会 館
手 芸 教 室

日時=1月～3月の第2・4土曜
日、午後1時～2時30分　対象=
区内在住の60歳以上の方　内容=
ちぎり絵、コケシの根付け、パッ
チワークなど　定員=30 人(抽選)
費用= 無料　申込= 直接窓口また
は電話　期限=12 月20日　場・申
・問先= 老人会館　　3859―9732

東京足立少年少女合唱団
第23回クリスマス・

チ ャ リ テ ィ ー ・ コ ン サ ー ト

クリスマスには心暖まるコンサ
ートへ――。今回はゲストに「マ
ミーコーラス・ボナ」の皆さんを
迎えて楽しく演奏します。ご冢族
そろってぜひどうぞ。　日時=12
月23日(祝)、午後6 時30分開演　
珊所= ギャラクシティ・西新井文
化ホール(入場無料) ※ 満員の際

は入場をお断わりすることがあり
ます。ご了承ください　曲目=白
銀は招くよ、ぼくらのトロイカ、Whi t e

Chr i st mas　(ホワイト　ク
リスマス) ほか　問先= 事務局・
薬師神　3852 ―3232(夜間)
または千住本庁舍・文化振興係
3882―1111㈹

新たなる旅立ち
成人の日の集い
新たに成人としての門出を迎え

る皆さんを祝う「成人の日の集い」
を閧催します。対象の方には案内
状をお送りしますので、当日は案
内状持参のうえ、ご参加ください。
なお、服装は平服でお願いします。
日時=平成7年1月15日( 日) 、午
後12時30分受付開始、午後1時30
分開会　場所=東京武道館( 綾瀬
駅下車徒歩5分) 対象=昭和49
年4月2日～昭和50年4月1日生
ま れの 方　 ※ 会場お よ び 付近 に
は、駐車場 があり ません。自動車
での来場 はお断りし ます　問先=
千住本庁舍 ・青 少年課調整係
3882 ―1111㈹

12月22日　ゆず湯
子供と高齢者の方に
銭湯無料開放

冬の一 日、ゆ ずの香り の入浴を
味 わってみてはいかが ですか。12
月22 日( 木) は、ゆず 湯の日。子供( 12
歳以下) と高齢者( 65 歳以上) の

方 は、区 内の銭 湯に無 料で入浴で
き ます。利用する際に 、番台で年
齢を 告げ るだけで、証 明書などは
不 要です。 問先= 千 住本庁舎・
健康 管理課　3882 ―1111㈹

管弦楽と合唱のための組曲
「わが街に」をうたう演奏会

春の 桜や 、夏の花火大会 など、
足立区の 情景を織り込 んだ 美し い
調 べ　　組曲 「わが街に」。 今回、
作詩 ・な かにし 礼氏、作曲 ・團伊
玖磨氏に よるこの組曲をう たう 演
奏会を、クリス マスに閧催します。
当日は、こ の日のために練 習を積
んだ区 民の方々によ る合唱 団 「あ
しだち」 と足立区民合唱団 の美し
いハ ーモ ニー、そして足立 シティ
オーケスト ラの迫力あ るサ ウンド
をお楽し みください。 また 、平 成5
年度 合唱コンクール入貰団 体に

よる演 奏や区内の中学生によ る合
同合唱 のほか、会場の皆さ んと共

に第 九の 「歓喜の歌」を歌う 企図
など、内 容も 盛りだくさ ん。ぜ ひ
皆 さ んも ご 参 加く だ さ い。　 日
時=12 月25 日( 日) 、午後2 時30 分
開演　場 所= ギ ャラクシ ティ・西
新井 文化 ホー ル　出 演団 体( 順 不
同) = 中学 校 合同 合唱、長 門小 学
校、第 十四中学校、扇中学 校、バ
ンブ ー・エコ ー、 合唱団あし だち 、
足立区民 合唱団、足立 シティオー
ケストラ　 ※ 入場無料、 全席自 由
( 902席) 。 ただし、満席になり 次
第入場をお断 りすること があり ま
す　問先= 千住本庁舎 ・文化振 興
係　　3882- 1111 ㈹

区民教 養講座

「小菅御殿について」
「江戸の医療～古川柳から
見た江戸文化～」
日時=12 月18 日( 日) 、午後1 時30
分　場所= 中央 本町センタ ー　講
師= 森朋久 、安藤義雄( 郷土 博物
館専門員) 費用= 無 料( 資 料は先
着90人 に配 布) 申 込= 当 日直 接
会場へ　 問先= 郷土博物館
3620 ―9393

しめ飾りづくり教室

毎年恒 例の「し め飾り作り教室」
を郷土博物館 で開催し ます。あ な
たも、自分 の手で新年を迎え るし
め飾りを作 ってみませ んか。
日時=12月18日( 日) 、午後2時～
4 時　対 象= 小学4 年生 以上の

又民の方　 定員　30 人( 先着順)

費 用= 無 料　 申 込= 電 話　 場・
申・問先= 郷土博物館
3620 ―9393

データ編も新たに
ADACHI タウンガイドブツク

好評配布中
区 の施 設や公園、

区内の 名所旧跡など
を紹介した 「ADACHI

タ ウン ガイド
ブ ック」。皆 さんもぜ
ひ、ご 覧になってみ
てください 。 配布
場 所= 情 報 公 開 課
(千住本庁舎・中央本
町 庁 舎) 、区 民 事 務
所、図書 館、センタ
ーなど　問 先= 千住
本庁舎 ・広報課
3882- 1111 ㈹

「あだち広報」は再生紙を使用しています K. O. J . 　240, 000


